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今回工事：L=13.3m

今回工事：L=10.9m
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PR-27

PL-26 PL-27
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GL-2
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工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

1：250

計画平面図(5/5)

Ｎ

※ 既存の地下埋設物について,施工開始前には試掘等による詳細な調査を行うこと。

CCB凡例

電力CCB管路

電力系

記　号 種　別

A-3MH

950×1500×2200

1400×1800×3000

950×1400×3000

通信系

通信CCB管路

SWT(地上機器)

LB(地上機器)

TR(地上機器)

A-2MH

S

N

照明

E

記　号 種　別

NTT

九州電力

企業凡例

Q QTnet

K 県警

共 共通予備（メンテナンス管）

R 道路管理者

ND NTTdocomo

地下埋凡例

NTT QT

通信系引込

HH凡例

H1-〇 H2-〇

車 道

Q:PVφ50×1N:PVφ50×3

特殊部
FA・ボディ管

電力系　（高 圧）

電力系

通信系

引込み凡例

記　号 種　別

N

W

D

上水

NTT

下水

記　号 種　別

HH

計画平面図(5/5) S=1:250

※ この図面は縮小図面です。

7 507-81778-006

実　施

今回工事：L=8.6m
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プレキャストボックス設置　N=2基
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仮設工　N=1式
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※ 既存の地下埋設物について,施工開始前には試掘等による詳細な調査を行うこと。
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V=1:100左側縦断図(4/4)
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記　号 種　別

NTT

九州電力

企業凡例

Q QTnet

K 県警

共 共通予備（メンテナンス管）

R 道路管理者

ND NTTdocomo

地下埋凡例

N

W

D

上水

NTT

下水

記　号 種　別

電 力 系

E 3.5mを超過

矢 板

A

B

D

C

2.0m

2.5m

3.0m

3.5m

記　号 矢板長 掘削深

1.5m≦H<1.8m

1.8m≦H<2.3m

2.3m≦H<2.8m

2.8m≦H<3.0m

－

※矢板根入長＝0.2m以上

※H<1.5mは直掘

仮設工凡例

※ DP=土被り(m)

※(S)は、SFEP［車道部］使用時を示す。
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※ この図面は縮小図面です。
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標準横断図

計画Wφ不明 計画Wφ不明

計画Dφ不明 計画Dφ不明

既設Dφ150 既設Dφ200

既設Wφ75
既設Wφ75

既設Nφ75-5

既設Dφ150

A-3MH(首長250)
1800×2100×4000

電力系特殊部

A-1MH(首長250)
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電力系特殊部

ボディ管φ250
共用FA管φ150

通信系管路部 

通信系特殊部
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E:FEPφ100×2
E:FEPφ150×1
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電力系管路部

通信系

ハンドホール
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電力系特殊部 ＋ 通信系管路部

通信系ボディ管構造図
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NTT φ75×5
電力系管路部

DP=0.45

電力系管路部
DP=1.86

通信系管路部

DP=2.06

電力系管路部

DP=1.52

Nφ75×5

DP=0.80

通信系管路部

DP=0.45

電力系管路部

DP=1.03

下水道φ150
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下水道φ250

DP=4.30

上水道φ75
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電力系管路部
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計画Dφ不明

DP=不明

計画Wφ75

DP=不明

通信系管路部
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電力系管路部

DP=0.45
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NTT MH
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N

W

D

上水

NTT

下水

記　号 種　別

※ DP=土被り(m)

※ 当図面における地形及び地上・地下占用物は机上調査によるもので、現地での実際位置とは異なっている場合がある。

※ 施工時には地形測量及び試掘や地下占用者との立会等を実施し、特に地下占用物と近接している箇所については細心の注意を払うこと。

横断図(6/7) S=1:100
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1：100 17 4

※ この図面は縮小図面です。
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ASAS
AS

AS
ASASAS

DL=0.0

NO.29

GH=3.90

FH=3.923

タイル

ロッキング

インター

ロッキング

インター ASAS

DL=0.0

3.660

NO.26

GH=3.62

FH=3.660

インター

ロッキング

インター タイルAS AS

ロッキング

DL=0.0

3.770

NO.27
GH=3.65

FH=3.770

AS ASAS

AS

タイル AS

3.927

ASAS AS

DL=0.0

NO.28

GH=3.92

FH=3.927

Nφ75×5

DP=1.19

Dφ200

DP=4.30

Dφ150

DP=1.60電力系管路部

DP=0.85

Nφ75×6

DP=1.10

Wφ50

DP=不明計画Wφ75

DP=不明 Dφ不明

DP=不明 

電力系管路部

DP=0.85

計画Dφ不明

DP=不明

計画Dφ不明

DP=不明

Nφ75×6

DP=1.10
電力系管路部

DP=0.85

電力系管路部

DP=0.85

Dφ250

DP=4.30

Wφ50

DP=不明

計画Wφ75

DP=不明Dφ150

DP=1.50

電力系管路部

DP=0.88

電力系管路部
Nφ75×6

DP=1.10

Dφ250

DP=4.30

Wφ50

DP=不明

計画Wφ75

DP=不明

電力系管路部

DP=1.37

電力系管路部

DP=0.45

DP=0.88
電力系管路部

DP=1.37

地下埋凡例

N

W

D

上水

NTT

下水

記　号 種　別

※ DP=土被り(m)

※ 当図面における地形及び地上・地下占用物は机上調査によるもので、現地での実際位置とは異なっている場合がある。

※ 施工時には地形測量及び試掘や地下占用者との立会等を実施し、特に地下占用物と近接している箇所については細心の注意を払うこと。

横断図(7/7) S=1:100
工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

横断図(7/7)

7 507-81778-006

実　施

1：100 17 5

※ この図面は縮小図面です。
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Nφ75×6

DP=1.10

車道横断4

LE9 RE9

E105

(車道)

E105

(車道)

E208

(車道)

E105

(歩道)

E:SFEPφ150×1

E:SFEPφ100×5

DP
1
.3
7

DP
1
.3
8

DP
1
.3
7

DP
1
.4
5

DP
1
.4
6

DP
1
.4
6

DP
1
.1
3

DP
1
.1
3

E207

(歩道)

DP
1
.3
7

仮EO4

矢板B

22100

(電力系)

車道横断図(2/2) S=1:100

※(S)は、SFEP［車道部］使用時を示す。

E 3.5mを超過

矢 板

A

B

D

C

2.0m

2.5m

3.0m

3.5m

記　号 矢板長 掘削深

1.5m≦H<1.8m

1.8m≦H<2.3m

2.3m≦H<2.8m

2.8m≦H<3.0m

－

※矢板根入長＝0.2m以上

※H<1.5mは直掘

E

記　号 種　別

九州電力

企業凡例

地下埋凡例

N

W

D

上水

NTT

下水

記　号 種　別

仮設工凡例

※ DP=土被り(m)

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

車道横断図(2/2)

7 507-81778-006

実　施

1：100 17 6

※ 当図面における地形及び地上・地下占用物は机上調査によるもので、現地での実際位置とは異なっている場合がある。

※ 施工時には地形測量及び試掘や地下占用者との立会等を実施し、特に地下占用物と近接している箇所については細心の注意を払うこと。

※ この図面は縮小図面です。
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Cブロック Dブロック

アース線継手金具

鉄 蓋調整ブロック

D - D E - E

B - B

車道側側面図

調整ブロック取付図 正　面　図

民地側側面図

※接地工に関する注意

・接地工実施に当たっては、近接する既設地下埋設物を露出してその位置を確認すること。

・接地抵抗測定器により、既定の抵抗値がとれることを確認すること。

D種接地工（100Ω以下）：特殊部,マンホール,LB, LHH,その他ハンドホール

A種接地工（ 10Ω以下）：SWM,SWB,SWT,TR

・使用する接地抵抗測定器は、外部機関の検定を受け正確な値が得られるものとする。

民地側車道側

A-2MH(W1500×H1800×L3500)

電力系特殊部構造図（1/2） S=1:30

A - A

平　面　図

正　面　図

車道側民地側

A C B

道路計画高

A C B

E

D

E

D

コンクリート基礎板

敷モルタル（1:3）

水マス

金環用インサート

防水ゴムパッキン

引込金環

継手金具

水マス

金環用インサート引込金環

基礎砕石（RC-40）

（車道部 600） LE8

（歩道部 250）

（車道部 500）首の高さ

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

電力系特殊部構造図（1/2）

7 507-81778-006

実　施

1：30 17 7

※ この図面は縮小図面です。
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※接地工に関する注意

・接地工実施に当たっては、近接する既設地下埋設物を露出してその位置を確認すること。

・接地抵抗測定器により、既定の抵抗値がとれることを確認すること。

D種接地工（100Ω以下）：特殊部,マンホール,LB, LHH,その他ハンドホール

A種接地工（ 10Ω以下）：SWM,SWB,SWT,TR

・使用する接地抵抗測定器は、外部機関の検定を受け正確な値が得られるものとする。

電力系特殊部構造図（2/2） S=1:30

水マス

D - D E - E

B - B

車道側側面図

調整ブロック取付図 正　面　図

民地側側面図

民地側車道側

A-3MH(W1800×H2100×L4000)

A - A

平　面　図

正　面　図

車道側民地側

A C B

Eブロック Fブロック

金環用インサート引込金環

水マス

引込金環

アース線継手金具

継手金具 防水ゴムパッキン

コンクリート基礎板

敷モルタル（1:3）

基礎砕石（RC-40）

A C B

E

D

E

D

鉄 蓋調整ブロック

道路計画高

（車道部 600）

（歩道部 250）

（車道部 500）首の高さ

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

電力系特殊部構造図（2/2）

7 507-81778-006

実　施

1：30 17 8

※ この図面は縮小図面です。
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参画企業記号凡例

E1

電力系

 九州電力

(S)FEPφ150

E2

 九州電力

(S)FEPφ100

特殊部取付図(2/8) S=1:20

4

1

3

起点側

1

4

2

3

終点側

2

左側特殊部

民地側

車道側

(電力系 左側)

LE8
(1500×1800×3500)

1 - 1 2 - 2

車道側 車道側 民地側民地側

電力系管路

E1

E2 E2

E2

電力系管路

E1

SWT-L6へ
E2 E2

E2

SFEPφ150×1

SFEPφ100×5

FEPφ150×1

FEPφ100×5

SWT-L5へ

E2 E2
TR-L7へ

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

特殊部取付図(2/8)

7 507-81778-006

実　施

1：20 17 9

※ この図面は縮小図面です。

E2

E2
LB-L14へ

LE9
(1800×2100×4000)

1 - 1 2 - 2

民地側 民地側車道側 車道側

E2

E2

E1 E1

E2
SWT-L6へ

北幹3へ

E2

E1

E2E2E2

E2

電力系管路 車道横断

SFEPφ150×1

連系管路

SFEPφ100×2

連E-L6

E2

SFEPφ150×1

SFEPφ100×3

SFEPφ150×1

SFEPφ100×5

RE9へ

車道横断4
E2



S=1:50

基礎砕石 t=200

基礎コンクリート板 t=100

敷モルタル t=30

1500×1800×3500

11覆工板　1000×3000 11覆工板　1000×3000

1500×1800×3500

(1
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
 t
=2
.
7m
m)

6受桁　H-300×300×10×15

9[-200×80×7.5×11

L=2500

L=2450

L=5170

L=2450

3腹起し　H-200×200×8×12

4切梁 H-200×200×8×12

L=2500

5縦梁　H-200×200×8×12

L=5170

A - A 断面

B

B - B 断面

B

A

4切梁　H-200×200×8×12

5縦梁　H-200×200×8×12

12基礎材（クラッシャーラン）t=200 B=400

3腹起し　H-200×200×8×12

6受桁　Ｈ－300×300×10×15

11覆工板　1000×3000

7桁受　Ｈ－300×300×10×15

L=9160

L=4160

A

平 面 図 覆工板配置図

仮設構造図（1/2）

※ 施工時には、地盤調査を行い工法の照査を行うこと。

ライナー仮設部

電力系(1500×1800×3500)

φ3300×8167

1小判形ライナープレート(t=2.7)

2グラウト工

t=80

2枠止めCo

300×500

2グラウト工

t=80

2枠止めCo

300×500

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

仮設構造図（1/2）

7 507-81778-006

実　施

1：50 17 10

※ この図面は縮小図面です。
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S=1:50

4切梁　H-200×200×8×12

L=2650

3腹起し　H-250×250×9×14

L=5380

5縦梁　H-200×200×8×12

L=3000

1800×2100×4000

敷モルタル t=30

基礎コンクリート板 t=100

基礎砕石 t=200

(1
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
 t
=2
.
7m
m)

6受桁　H-350×350×12×19

9[-200×80×7.5×11
11覆工板　1000×300010覆工板　1000×2000 10覆工板　1000×2000

11覆工板　1000×3000

A

B

B

6受桁　Ｈ－350×350×12×19

L=5160

7桁受　Ｈ－300×300×10×15

10覆工板　1000×2000

L=10160

A

1011覆工板　1000×3000,1000×2000

5縦梁　H-200×200×8×12

4切梁　H-200×200×8×12

12基礎材（クラッシャーラン）t=200 B=500

3腹起し　H-250×250×9×14

L=3000

L=2650

L=5380

1800×2100×4000

仮設構造図（2/2）

ライナー仮設部

電力系(1800×2100×4000)

1小判形ライナープレート(t=2.7)

φ3600×8781

2グラウト工

t=80

2枠止めCo

300×500

2グラウト工

t=80

2枠止めCo

300×500

平 面 図 覆工板配置図

B - B 断面A - A 断面

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)
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町
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(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

仮設構造図（2/2）

7 507-81778-006

実　施

1：50 17 11

※ 施工時には、地盤調査を行い工法の照査を行うこと。

※ この図面は縮小図面です。
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t=10cm

表層(透水性As) t= 4cm

路盤工(再生CR)

φ150

スペーサー

φ250

フィルター層(砂) t= 7cm

3
1
0
以

上

※歩道一般部の土被りは,乗入部を考慮して標準450mmとする。

また,支障がある場合は,310mm以上を確保すること。

S= 1: 10標準管路断面図（1/2）

t=15cm路盤工(再生CR)

フィルター層(砂) t=15cm

表層(透水性As) t= 5cm

埋設標識テープ W=150

共用FA管

ボディ管

φ150

スペーサー

φ250

共用FA管

ボディ管

▽ 歩道計画高

敷　砂

再生砂

施工基面

良質発生土

管路部土 砂

標準掘削図

※ 管路の土被りが基準値に満たない場合は,防護工を施すものとする。（防護工計画図参照）

※ 施工時の舗装復旧構成については、協議を行うこと。

※ 施工時には、道路設計における舗装構成を再確認し施工を行うこと。

土　砂

敷　砂

再生砂

良質発生土

管路部土 砂

土　砂

埋設標識テープ W=150

3
1
0
以

上

4
5
0
以

上

4
5
0
以

上

埋設標識テープ W=150 埋設標識テープ W=150

▽ 歩道計画高

施工基面

埋設標識テープ W=150 埋設標識テープ W=150

掘　削 埋戻し

(一  般  部 )

歩道部

掘　削 埋戻し

(乗入部 I種 )

歩道部

(一  般  部 )

歩道部

(  I  種  )

乗入部

電力管路

電力管路

通信管路

通信管路

民地側民地側 車道側車道側

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

標準管路断面図（1/2）

7 507-81778-006

実　施

1：10 17 12

※ この図面は縮小図面です。
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t=15cm下層路盤(RC-40)

安定処理(Fe石灰) t=40cm

表層(密粒度As)

上層路盤(粒調砕石) t= 5cmt=15cm

t= 5cm

S=1:10標準管路断面図（2/2）

φ150

スペーサー

φ250

共用FA管

ボディ管

通信管路電力管路

85
0
以
上

85
0
以
上

埋設標識テープ W=150 埋設標識テープ W=150

敷　砂

再生砂

安定処理

管路部土 砂

土　砂

▽ 歩道計画高

施工基面

埋設標識テープ W=150

上層路盤

下層路盤

舗装(As)舗装(As)

※ 管路の土被りが基準値に満たない場合は，防護工を施すものとする。（防護工計画図参照）

※ 施工時の舗装復旧構成については、協議を行うこと。

※ 施工時には、道路設計における舗装構成を再確認し施工を行うこと。

掘　削 埋戻し

車道部

(一 般 部)

車道部

民地側車道側

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

標準管路断面図（2/2）

7 507-81778-006

実　施

1：10 17 13

※ この図面は縮小図面です。

表層（密粒度As）

路盤（再生クラッシャーラン） t=10cm

t= 5cm

仮舗装構成
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S=1:10管路構造図(1/5)

(電力系)

車道側民地側

E201

(4
1
5)

(470)

(S)FEPφ150×2

(S)FEPφ100×1

車道側民地側

E101

(4
15
)

(S)FEPφ150×1

(S)FEPφ100×1

車道側民地側

E103
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35
)

(S)FEPφ150×1

(S)FEPφ100×3

(360)

車道側民地側

E104

車道側民地側
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(S)FEPφ150×1

(S)FEPφ100×4

(360)

(S)FEPφ150×1

車道側民地側
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(4
1
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(470)

(S)FEPφ150×2

(S)FEPφ100×2

車道側民地側

E105

(6
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)

(S)FEPφ150×1

(S)FEPφ100×5

(580)

車道側民地側
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(S)FEPφ100×6

(580)

車道側民地側
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(4
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(S)FEPφ150×1

(S)FEPφ100×2

(360)(195)

車道側民地側

E203

(580)

車道側民地側
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1
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(S)FEPφ150×2

(S)FEPφ100×3

(S)FEPφ150×2

(S)FEPφ100×4

車道側民地側

E203

(S)FEPφ150×2

(S)FEPφ100×3

車道側民地側

E102

(S)FEPφ150×1

(S)FEPφ100×2

(橋梁部)

(橋梁部)

(4
1
5)

(800)

※(S)は、SFEP［車道部］使用時を示す。

車道側民地側

E103

(S)FEPφ150×1

(S)FEPφ100×3

(橋梁部)

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

管路構造図(1/5)

7 507-81778-006

実　施

1：20 17 14
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S=1:10管路構造図(2/5)

(電力系)

民地側 車道側

E03
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60
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(360)

民地側 車道側

E04
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)

(360)

民地側 車道側 民地側 車道側
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※(S)は、SFEP［車道部］使用時を示す。

車道側民地側

E207

(S)FEPφ150×2

(S)FEPφ100×7

(800)

(6
3
5)

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

管路構造図(2/5)

7 507-81778-006

実　施

1：20 17 15
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T003

車道側民地側

T002

車道側民地側

T001

車道側民地側

T004

車道側民地側

PVφ50×4PVφ50×3PVφ50×2PVφ50×1

T008

PVφ50×8

(橋梁部)

T007

PVφ50×7

(橋梁部)

T0010

PVφ50×10

S=1:10管路構造図(5/5)

(通信系)

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

管路構造図(5/5)

7 507-81778-006

実　施

1：20 17 16
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ケーブル引込用フック

インサート M12

M16平鋼取付ボルト

1m以上配線すること

※特殊部内のアース線は

側　面　図

※接地工に関する注意

・接地工実施に当たっては、近接する既設地下埋設物を露出してその位置を確認すること。

・接地抵抗測定器により、既定の抵抗値がとれることを確認すること。

D種接地工（100Ω以下）：特殊部,マンホール,LB, LHH,その他ハンドホール

A種接地工（ 10Ω以下）：SWM,SWB,SWT,TR

・使用する接地抵抗測定器は、外部機関の検定を受け正確な値が得られるものとする。

通信用ハンドホ－ル構造図 S=1:10

平　面　図

M16平鋼取付ボルト

インサート M12

ケーブル引込用フック

M16平鋼取付ボルト

敷モルタル（1:3）

基礎砕石（RC-40）

インサート M12

2

接地工

D 種

14 mm

600×900×1200

( H1 , H2 )

工事年度

工 事 名

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

事務所名

　　　名
道路

河川

第 号令和 年
（度起工）

災査定

都市計画道路　行橋停車場線　電線共同溝工事

橋地区
(線)

筋

町

村 地内
(市)

郡

図面番号 全 葉之内 号

認

可

実

施

当　　　初

第 回変更

当　　　初

第 回変更

査　　定

行橋

行橋停車場

大橋３丁目

福岡県京築県土整備事務所

通信用ハンドホ－ル構造図

7 507-81778-006

実　施

1：50 17 17

※ この図面は縮小図面です。
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